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これまでの全国学力・学習状況調査結果から、「話すこと・聞くこと」の領域において、

「目的や意図に応じて、スピーチメモと友達の助言を基に、場に応じた適切な言葉遣いで

話すこと」、「目的に応じて、質問を工夫すること」、「話し手の意図を捉えながら聞き、

自分の意見と比べるなどして考えをまとめること」などに課題があることが分かってきま

した。このことは、本県においても同様であり、出題の趣旨と学習指導要領における領

域・内容を確認の上、学習指導の改善・充実に取り組む必要があります。

そこで、本資料では、「話すこと・聞くこと」に関する平成29～31年度の調査問題を

取り上げ、関連する教科書の単元を例に授業改善のポイントを提案します。

１ ⑴ 平成29年度全国学力・学習状況調査 国語Ｂ １ について

「スピーチの練習をする（「折り紙」の紹介）」

⑵ 単元計画（例）

⑶ 授業改善のポイントについて

◇例示などを基に「話し方のポイント」を考える活動を通して、

話の内容や構成を工夫することの大切さに気付かせましょう。

◇「話し方のポイント」を基に助言し合う際の観点を考えさせる

ことで、話の内容や構成、伝え方への意識を高めましょう。

２ ⑴ 平成31年度全国学力・学習状況調査 国語 ３ について

「地域で活躍する人を紹介する（畳職人へのインタビュー）」

⑵ 単元計画（例）

⑶ 授業改善のポイントについて

◇話し手の目的や自分が聞こうとする意図を明確にすることで、

主体的にインタビューに臨むことができるようにしましょう。

◇話の展開に沿って、話の内容を十分に聞き取るには、どのよう

な聞き方をすればよいかを考えさせましょう。

３ ⑴ 平成30年度全国学力・学習状況調査 国語Ｂ １ について

「言葉の使い方を見直すために、話し合う」

⑵ 単元計画（例）

⑶ 授業改善のポイントについて

◇話し合いの計画を基に「話し合いの進め方」を考える際に、話

し合いの目的や方向性についても検討させるようにしましょう。

◇話し合いの例示を活用して考えさせることで、互いの立場や意

図を明確にしながら話し合いに参加できるようにしましょう。

「話すこと・聞くこと」
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⑴

平
成

年
度
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査

国
語
Ｂ

に
つ
い
て

29

１

1

「
ス
ピ
ー
チ
の
練
習
を
す
る
（
「
折
り
紙
」
の
紹
介
）
」



（
正
答
例
）

・

話
の
ま
と
ま
り
と
順
序
を
意
識
し
て
話
し
た
り
、
相
手
の
反
応
を
見

て
話
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
四
十
字
）

学習指導要領における領域・内容
〔第５学年及び第６学年〕
Ａ 話すこと・聞くこと イ 目的や意図に応じて、事柄が明確に伝わるように話の構成を工夫しながら、場に応じた適切な言葉遣いで話すこと。

栃木県 全国
正答率 77.6％ 77.2％
無解答率 0.3％ 0.5％

栃木県 全国
正答率 68.4％ 69.2％
無解答率 3.7％ 3.8％

出
題
の
趣
旨

動
画
を
見
る
目
的
を
捉
え
る
こ
と
を
通
し
て
、
目
的
や
意
図
に
応
じ
、
適
切

な
言
葉
遣
い
で
話
す
。

出
題
の
趣
旨

話
の
構
成
を
工
夫
し
て
話
す
こ
と
が
で
き
る
な
ど
の
ス
ピ
ー
チ
メ
モ
の
よ
さ

を
捉
え
る
。



（
正
答
例
）

・

（
折
り
紙
の
み
り
ょ
く
は
、
）
色
や
も
よ
う
が
き
れ
い
な
紙
を
折
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な

形
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
や
、
紙
一
ま
い
か
ら
立
体
的
な
形
が
で
き
る
こ
と
、
組
み

合
わ
せ
て
形
を
つ
な
げ
ら
れ
る
こ
と
だ
と
、
わ
た
し
は
思
い
ま
す
。

（
九
十
二
字
）

・

（
折
り
紙
の
み
り
ょ
く
は
、
）
色
や
も
よ
う
が
き
れ
い
な
紙
を
折
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な

形
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
や
、
ど
こ
で
も
手
軽
に
で
き
る
こ
と
で
す
。
他
に
も
、
自

分
で
作
り
方
を
く
ふ
う
で
き
る
こ
と
な
ど
も
、
み
り
ょ
く
だ
と
思
い
ま
す
。（

九
十
五
字
）

学習指導要領における領域・内容
〔第５学年及び第６学年〕
Ａ 話すこと・聞くこと イ 目的や意図に応じて、事柄が明確に伝わるように話の構成を工夫しながら、場に応じた適切な言葉遣いで話すこと。
Ｂ 書くこと ウ 事実と感想、意見などとを区別するとともに、目的や意図に応じて簡単に書いたり詳しく書いたりすること。

栃木県 全国
正答率 49.3％ 48.4％
無解答率 2.3％ 2.6％

出
題
の
趣
旨

目
的
や
意
図
に
応
じ
て
、
話
の
構
成
や
内
容
を
工
夫
し
、
場
に
応
じ
た
適
切
な
言
葉

遣
い
で
自
分
の
考
え
を
話
す
。



１ 学習の見通しをもつ。

２ 提案したいことを決める。

３ 目的に応じて根拠となる情報を集める。

４ スピーチの内容や構成を考えて、スピーチメモと提案する資料を作る。

５ スピーチの練習を行う。

６ スピーチの会を行う。

７ スピーチを聞き合って、感じたことを伝え合う。

８ 学習を振り返る。

「提案しよう、言葉とわたしたち」 光村図書 ５年

事実と感想、意見とを区別して、説得力のある提案をしよう。 （教科書P.211）

「伝えたい、心に残る言葉」 東京書籍 ５年

目的や意図に応じて、話の構成や表現を工夫して、伝えたいことが印象に残るように話そう。
（教科書P.158）

つかむ

１ これまでに学習したことを振り返って、伝えたいことが印象に残るよう

に話すという学習課題を明確にし、学習の見通しを立てる。

取り組む

２ 心に残っている言葉を思い起こし、伝えたい言葉を決め、話すための材

料を集める。

３ 伝えたいことが印象に残るように、話の構成を考えて、話す練習をする。

４ みんなの前で話す。

振り返る

５ 話の構成や表現をどのように工夫して話したかを振り返り、身に付けた

「言葉の力」を確かめる。

「『国語 五 銀河』年間指導計画例（光村図書）」〔令和元（2019）年10月更新〕を基に作成

「『新しい国語 五』年間指導計画作成資料（東京書籍）」〔令和２（2020）年２月更新〕を基に作成

P.６

P.６

P.７

P.７

１⑵ 単元計画（例）

ここでは、光村図書と東京書籍の関連する単元計画の例を基に、本資料の関連するページ（※）
を示しましたので、各学校における指導計画に照らして活用してください。

（※）

（※）



◇例示などを基に「話し方のポイント」を考える活動を通して、話の内容や構

成を工夫することの大切さに気付かせましょう。

先生が、教科書の「スピーチの例」を音読しま
す。自分の考えを聞き手に分かりやすく伝えるた
めに工夫しているところを見付けてみましょう。

アンケートの結果やインターネットで調べ
たことから分かったことを話した後に、自分
の考えを言っています。

【留意点】

「話し方のポイント」を考えさせる際は、これまで学習してきたことと関連付けて捉えさせるこ

とが大切です。例えば、説明的な文章において、文章全体の構成を捉える活動を行ってきています

が、スピーチの構成についても、説明的な文章と共通するところがあるかという視点を示して考え

させることもできます。

児童の意見をまとめて作成した「話し方のポイント」については、この後に実施する、スピーチ

の構成を考える学習活動などで十分に活用させることが大切です。

「提案しよう、言葉とわたしたち」光村図書 ５年

【学習活動の例】
教科書の例示を基に、スピーチの内容や構成の工夫について考える。

スピーチの内容や構成を考える活動において、教師が「話し方のポイント」をまとめて示す

ことがあります。しかし、示されたポイントを児童が十分に活用できていない場合などがあり

ます。

指導に当たっては、教科書のスピーチの例を基に、話の内容や構成の工夫を児童に考えさせ

ることが有効です。その際、気付いたことを挙げさせ、「話し方のポイント」として全体でま

とめることで、児童がポイントを意識して活用できるようになると考えられます。

なぜ、そのような話し方をすると、聞き手に分
かりやすく伝えることができるのでしょう。

なるほど。確かにそれは、「話し方のポイン
ト」の一つになりそうですね。
ほかに、どのような工夫を見付けましたか。

調べて分かった事実と、そこから考えたこ
ととの関係をはっきりさせながら話している
からです。

※ 児童の考えを明らかにするために、気付いたことの理由
を教師が問い返すことが大切です。

教科書P.214 「スピーチの例」

「話し方のポイント」をまとめた板書の例

１⑶ 授業改善のポイントについて

み
ん
な
で
考
え
た
話
し
方
の
ポ
イ
ン
ト

○

調
べ
て
分
か
っ
た
事
実
と
、
そ
こ
か
ら

考
え
た
こ
と
の
関
係
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
。

○○○



これから、友達のスピーチを聞いて、気付いたことを伝え合います。
スピーチを聞くときには、どのようなことに注目するとよいでしょう。

「提案しよう、言葉とわたしたち」光村図書 ５年

【学習活動の例】
「話し方のポイント」を基に、スピーチを聞いて助言し合う際の観点を確認する。

なるほど。でも、話の伝え方だけに注目すればよいのでしょうか。
前の時間にみんなで考えた「話し方のポイント」を参考にしてみては

どうですか。

スピーチを聞くときは、話の伝え方だけなく、話
の内容や構成の工夫、メモを使った話し方などにも
注目して聞くことが大切なのですね。
では、次は、聞いたことを基に、友達にどのよう

にアドバイスをしたらよいかを、みんなで考えてみ
ましょう。

「相手が聞きやすい声の大きさで話しているか」や「顔を上げて、聞
く人の方を見ながら話しているか」など、話の伝え方に注目して聞くと
よいと思います。

◇「話し方のポイント」を基に助言し合う際の観点を考えさせることで、話の
内容や構成、伝え方への意識を高めましょう。

【留意点】

話の伝え方について助言させる際は、声量や速度、抑揚や間の取り方、改まった言葉や丁寧な言

葉、敬体と常体との使い分けなど、その場に応じた最も適切な表現の仕方で話せたかなど、これま

で学習してきたことなどと結び付けて具体的に伝えさせるようにします。

また、話の内容や構成について助言させる際は、根拠として提示した資料が、考えを分かりやす

く伝えるための資料として有効であったか、という視点からも伝えさせることが大切です。

ス
ピ
ー
チ
を
聞
く
と
き
に

気
を
付
け
る
こ
と

○
話
の
伝
え
方
に
つ
い
て

○
メ
モ
を
使
っ
た
話
し
方
に
つ
い
て

○
話
の
内
容
や
構
成
に
つ
い
て

○

に
つ
い
て

「話の内容や構成をどのように工夫しているか」や「スピーチのメモ
を使ってどのように話しているか」などにも注目して聞くとよいと思い
ます。

友達のスピーチを聞き合い、助言し合う活動を行う際に、「大きな声で話していた」や「顔

をあげて聞く人の方を見ながら話していた」など、話の伝え方だけに着目し、児童が伝え合っ

ていることがあります。しかし、話の伝え方だけなく、話の内容や構成についても助言させる

ことが大切です。
指導に当たっては、「話し方のポイント」（前ページ参照）を活用するなど、学習したこと

を基にスピーチを聞くときの観点を考えさせることで、より的確な助言ができるようになると
考えられます。

スピーチを聞くときに気を付けることをまとめ
た板書の例

※ スピーチを聞き合い、助言し合う際の観点を確認する活動
では、右の図のように、児童の気付きを基に観点を整理する
ことも考えられます。



⑴

平
成

年
度
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査

国
語

に
つ
い
て

31

３

２

「
地
域
で
活
躍
す
る
人
を
紹
介
す
る
（
畳
職
人
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
）
」





学習指導要領における領域・内容
〔第５学年及び第６学年〕
Ａ 話すこと・聞くこと エ 話し手の意図をとらえながら聞き、自分の意見と比べるなどして考えをまとめること。

栃木県 全国
正答率 81.2％ 81.3％
無解答率 2.1％ 3.4％

栃木県 全国
正答率 69.1％ 68.2％
無解答率 12.3％ 14.2％

（
正
答
例
）

・

（
特
に
、
）
自
分
が
一
人
前
に
な
っ
た
と
思
わ
ず
、
次
こ
そ
は
も
っ
と
よ
い
も
の
を
作
ろ

う
と
、
ち
ょ
う
戦
し
続
け
て
い
る
と
こ
ろ
が
心
に
残
り
ま
し
た
。

（
五
十
七
字
）

・

（
特
に
、
）
実
際
に
自
分
で
や
っ
て
み
る
こ
と
を
何
度
も
く
り
返
し
、
何
と
か
親
方
の
よ

う
に
な
ろ
う
と
修
行
を
し
て
い
た
と
こ
ろ
が
印
象
に
残
り
ま
し
た
。

（
五
十
八
字
）

栃木県 全国
正答率 67.4％ 67.4％
無解答率 2.8％ 4.2％

出
題
の
趣
旨

話
し
手
の
意
図
を
捉
え
な
が
ら
聞
き
、
話
の
展
開
に
沿
っ
て
、
自
分
の
理
解
を

確
認
す
る
た
め
の
質
問
を
す
る
。

出
題
の
趣
旨

目
的
に
応
じ
て
、
質
問
を
工
夫
す
る
。

出
題
の
趣
旨

話
し
手
の
意
図
を
捉
え
な
が
ら
聞
き
、
自
分
の
考
え
を
ま
と
め
る
。



栃木県 全国
正答率 74.2％ 73.0％
無解答率 5.6％ 7.9％

学習指導要領における領域・内容
〔第３学年及び第４学年〕 伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項
（１）ア 伝統的な言語文化に関する事項 （イ） 長い間使われてきたことわざや慣用句、故事成語などの意味を知り、使うこと。

出
題
の
趣
旨

こ
と
わ
ざ
の
意
味
を
理
解
し
て
、
自
分
の
表
現
に
用
い
る
。





「きいて、きいて、きいてみよう」 光村図書 ５年

話の意図を考えてきき合い、「きくこと」について考えよう。 （教科書P.38）

「知りたいことを聞き出そう」 東京書籍 ５年

自分が聞こうとする意図に応じて話の内容を捉えながら聞き、自分の考えをまとめよう。
（教科書P.46）

つかむ

１ これまでに学習したことを振り返って、意図を明確にして聞くという

学習課題を明確にし、学習の見通しを立てる。

取り組む

２ インタビューをするときに気を付けることを確かめる。

３ 話を聞く意図や目的を確かめ、インタビューで聞きたいことを考え、

整理する。

４ ６年生にインタビューを行う。

５ インタビューで知ったことを基に、自分の考えをまとめる。

振り返る

６ 話を聞き出すためにどのようなことに気を付けて聞いたかを振り返り、

身に付けた「言葉の力」がどんな場面に役立つかを考え、これからの学

習や生活に生かそうという意識を高める。

１ 学習の見通しをもつ。

２ 友達にきいてみたいことを挙げ、話題を絞る。

３ インタビュー用のメモを作る。

４ 活動のしかたや気をつける点を確かめる。

５ 交代でインタビューをし合う。

６ 記録したメモをもとに報告の準備をする。

７ 記録者が、インタビューの内容について報告を行い、気づいたことを伝

え合う。

８ 「きくこと」について考え、学習を振り返る。

９ 学習を振り返る。

２⑵ 単元計画（例）

P.14

P.15

P.14

P.15

ここでは、光村図書と東京書籍の関連する単元計画の例を基に、本資料の関連するページ（※）
を示しましたので、各学校における指導計画に照らして活用してください。

（※）

（※）

「『国語 五 銀河』年間指導計画例（光村図書）」〔令和元（2019）年10月更新〕を基に作成

「『新しい国語 五』年間指導計画作成資料（東京書籍）」〔令和２（2020）年２月更新〕を基に作成



これから、委員会活動が本格的に始まりますね。活動を行うに当たって、自分
の委員会について知りたいことや不安に思っていることはありませんか。

私が入る○○委員会では、
どのような活動をするのかを
くわしく知りたいです。

【インタビューを行う目的を確認する】

「知りたいことを聞きだそう」東京書籍 ５年

【学習活動の例】
インタビューを行う目的や、インタビューを行う際に気を付けることを確認する。

インタビューするときは、どのようなことに気を付けて質問するとよいでしょ
うか。国語で学習してきたことや、総合的な学習の時間や校外学習などで行った
インタビューを思い出してみましょう。

委員会の活動をするとき
に気を付けていることがあ
るか、聞いてみたいです。

◇話し手の目的や自分が聞こうとする意図を明確にすることで、主体的にイン

タビューに臨むことができるようにしましょう。

【留意点】

インタビューの題材を設定する際は、児童が主体的に単元の学習に取り組めるようにするため

に、児童の身近な話題や興味・関心があることなどから題材を選ぶことも考えられます。

インタビューを行う際は、話し手の目的を意識させることも重要であり、話の目的は何か、自

分に伝えたいことは何か、共に考えたいことは何かなどを踏まえて聞き取らせることが大切です。

【これまでに学習してきたことを基に、インタビューを行う際に気を付けることを確認する】

インタビューの前に、どの
ようなことを質問するのか、
また、聞いたことをどのよう
にメモするのかを考えました。

それでは、自分が入る委員会の６年生にインタビューをして、知りたいことや
不安に思っていることなどを質問してみることにしましょう。

※ 児童が知りたいことや不安に思っていることなどを確認することで、インタビューを行う
ことの必要性を感じ、主体的に学習活動に取り組めるようにします。

児童が主体的にインタビューに取り組めるようにするためには、自分はどのような情報を求

めているのか、聞いた内容をどのように生かそうとしてるのか、そのためにどういった情報を

相手から引き出そうとしているのかを明確にさせることが大切です。

指導に当たっては、インタビューの準備をする段階で、インタビューを行う目的を確認する

ようにします。また、これまでに学習したことや、実際にインタビューをした経験などを基に、

インタビューを行う際に気を付けることを児童に考えさせ、まとめておくことも考えられます。

聞きたいことを一方的に質問
するのではなく、相手が話した
ことに合わせて質問を続けられ
るように意識しました。

２⑶ 授業改善のポイントについて

※ 児童から、インタビューを行った際に上手くできなかったことや難しかったことなどが
出された場合は、よりよいインタビューにつなげるために、改善策を全体で考えさせるこ
となども考えられます。



【インタビューを行うに当たり、自分の考えを整理する】

「知りたいことを聞きだそう」東京書籍 ５年

【学習活動の例】
話を聞く意図や目的を確認するとともに、インタビューで聞きたいことを考え、整理する。

インタビューをする前に、委員会について自分が知っていることと、今回の
インタビューで聞きたいことをノートに整理してみましょう。

インタビューをしたときに、自分が聞きたいことが聞き出せなかったり、相
手の思いを十分に引き出すことができなかった場合は、どのようにしたらよい
でしょうか。

話の内容をふくらませるた
めの質問を用意しておくのも
よいと思います。

別の言葉で言い換えるな
ど、質問の仕方を工夫する
とよいと思います。

◇話の展開に沿って、話の内容を十分に聞き取るには、どのような聞き方をす
ればよいかを考えさせましょう。

【留意点】

インタビューを行う際は、状況に応じて聞きたいことを聞けるようにすることが大切です。そ

のため、事前に自分の考えをもたせたり、自分がもっている情報と聞きたいことを整理させたり

することが大切です。

また、相手から思うような回答が引き出せない場合の話の進め方についても想定し、分からな

いことを別の言い方で問い返したり、相手の話をつなげてさらに詳しく聞いたりすることなどを

確認しておくことも有効です。

【聞きたいことに対して相手の思いを十分に引き出す】

※ 相手の話の内容を十分に聞き取ることができるようにするために、インタビューをする前
に自分の考えを整理させます。

※ 相手がどのような回答をするかを想定し、自分が予想した回答が出た場合には、さらに詳
しい内容を聞き出すことができるように、別の質問も準備させるようにします。

※ 相手が、自分の質問の意味を理解していなかったり、聞きたいことに関する回答が得られ
なかったりした場合に、どのような問い返しをするかを考えさせます。

児童がインタビューを行う際に、自分が既に知っている内容を相手が話したり、自分が予想

した回答を相手から得られなかったりすることがあります。このように、思うような回答が得

られない場合でも、話の展開に沿って、目的に応じた質問ができるようにすることが大切です。

指導に当たっては、知っていることと聞きたいこととを整理させた上で、インタビューにお

ける様々な場面を想定し、どのように質問するのかを具体的に考えさせることが有効です。

インタビューをしたときに、質問に対して６年生がどのような話をすると思
いますか。また、話の内容が予想した通りの回答だった場合は、さらに、どの
ようなことを聞きますか。
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（
正
答
例
）

・

北
川
さ
ん
が
話
し
た
よ
う
に
、
わ
た
し
も
言
葉
を
省
略
し
て
話
す
人
は
確
か

に
多
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
相
手
や
場
に
合
っ
て
い
る
か
ど
う
か
を

考
え
な
が
ら
、
言
葉
を
な
る
べ
く
省
略
せ
ず
に
使
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
九
十
一
字
）

・

時
代
に
よ
っ
て
言
葉
の
使
わ
れ
方
は
変
わ
る
と
小
池
さ
ん
は
言
っ
て
い
ま
し

た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
言
葉
の
本
来
の
意
味
や
使
い
方
を
き
ち
ん
と
学
ぶ
べ
き
だ

と
ぼ
く
は
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
言
葉
の
本
来
の
使
い
方
を
調
べ
て
使
っ

て
い
き
た
い
で
す
。

（
九
十
八
字
）

学習指導要領における領域・内容
〔第５学年及び第６学年〕
Ａ 話すこと・聞くこと
オ 互いの立場や意図をはっきりさせながら、計画的に話し合うこと。

栃木県 全国
正答率 81.7％ 82.5％
無解答率 0.2％ 0.4％

栃木県 全国
正答率 33.0％ 33.8％
無解答率 6.3％ 6.2％

栃木県 全国
正答率 76.4％ 77.5％
無解答率 0.3％ 0.6％

学習指導要領における領域・内容
〔第５学年及び第６学年〕
Ａ 話すこと・聞くこと
エ 話し手の意図をとらえながら聞き、自分の意見と比べるなどし
て考えをまとめること。

Ｂ 書くこと
ウ 事実と感想、意見などとを区別するとともに、目的や意図に応
じて簡単に書いたり詳しく書いたりすること。

出
題
の
趣
旨

話
合
い
の
参
加
者
と
し
て
、
質
問
の
意
図
を
捉
え
る
。

出
題
の
趣
旨

計
画
的
に
話
し
合
う
た
め
に
、
司
会
の
役
割
に
つ
い
て
捉
え
る
。

出
題
の
趣
旨

話
し
手
の
意
図
を
捉
え
な
が
ら
聞
き
、
自
分
の
意
見
と
比
べ
る
な
ど
し
て

考
え
を
ま
と
め
る
。





「よりよい学校生活のために」 光村図書 ５年

たがいの立場を明確にして、話し合おう。 （教科書P.128）

「問題を解決するために話し合おう」 東京書籍 ５年

意図を明確にしながら計画的に話し合い、考えを広げたりまとめたりしよう。
（教科書P.104）

つかむ

１ これまでに学習したことや自分たちの普段の話し合いを振り返って、

意図を明確にしながら話し合うという学習課題を明確にし、学習の見通

しを立てる。

取り組む

２ 身の回りにある問題から解決したいものを探して、議題を設定する。

３ 話し合いの計画を立てる。

４ 意図を明確にして、グループで計画的に話し合う。

振り返る

５ どのようなことに気を付けて話し合いを進めたかを振り返り、身に付

けた「言葉の力」がどんな場面に役立つかを考え、これからの学習や生

活に生かそうという意識を高める。

１ 学習の見通しをもつ。

２ 学校生活の中から議題を決める。

３ 自分の立場を明確にするため、考えを書き出す。

４ P.130 ３ を読み、話し合いのしかたを全体で確認し、進行計画を立て

る。

５ P.131～132を読んで、話し合いのときに気をつけることを確認する。

６ 計画に沿ってグループで話し合う。

７ 話し合ったことをクラスで共有し、話し合いの中でよいと思ったことに

ついて、感想を伝え合う。

８ 学習を振り返る。

３⑵ 単元計画（例）

P.20

P.21

P.20

P.21

（※）

ここでは、光村図書と東京書籍の関連する単元計画の例を基に、本資料の関連するページ（※）
を示しましたので、各学校における指導計画に照らして活用してください。

（※）

「『国語 五 銀河』年間指導計画例（光村図書）」〔令和元（2019）年10月更新〕を基に作成

「『新しい国語 五』年間指導計画作成資料（東京書籍）」〔令和２（2020）年２月更新〕を基に作成



「問題を解決するために話し合おう」東京書籍 ５年

◇話し合いの計画を基に「話し合いの進め方」を考える際に、話し合いの目的
や方向性についても検討させるようにしましょう。

【留意点】

計画的に話し合えるようにするためには、どのように話し合いを進めていくかということを、

話し合いに参加する者全体で共有する必要があります。また、単元全体の学習活動を通して、教

師が、折に触れて話し合いの目的を確認していくことも大切です。

※ 教科書の例を基に話し合いの進め方を考えさせる際は、意見の出し方やまとめ方の工
夫について、気付いたことを具体的に示させるようにすることが大切です。

５・６年生の話し合いでは、計画的に話し合うことができるように指導します。「計画的に

話し合う」ことについて、学習指導要領（平成29年告示）解説では、「話合いを始める前に、

話合いの内容、順序、時間配分等を事前に検討することに加えて、意見を一つにまとめるため

に話し合うのか、互いの考えを広げるために話し合うのかといった話合いの目的や方向性を検

討することも含んでいる」と示しています。

指導に当たっては、どのように意見を出し合い、どのように意見をまとめるかなど、「話し

合いの進め方」を具体的に考えさせることで、児童が、見通しをもって話し合いに参加できる

ようにすることが大切です。

まず、思い付く考えを、それぞれの人がメモ（付箋）に書き出して
います。そのメモを出し合いながら、同じ意見ごとに集めています。

そして、同じ意見の集まりに見出しを付けたり、関係する意見の内
容を線で結んだりしながら分かりやすくなるように整理しています。

これまでに行った話し合いでは、話し合いを進めるときに、
どのようなことで困りましたか。

話
し
合
い
の
進
め
方

①
問
題
を
確
か
め
る
。
（
五
分
）

②
問
題
の
原
因
を
考
え
る
。
（
十
分
）

③
解
決
す
る
た
め
に
取
り
組
む
方
法
を

考
え
る
。
（
十
五
分
）

④
話
し
合
い
を
ま
と
め
る
。
（
五
分
）

なるほど。話し合いでは、多くの人に意見を出してもらい
たいですね。では、どのように工夫するとよいでしょうか。
教科書のP.107～110の話し合いの例を参考に、意見の出し
方やまとめ方について考えてみましょう。

つまり、個人で考える時間を取り、自分の意見をもってから話し合いに入る
とよいのですね。メモなどに考えを書き出し、書いたメモを出し合って意見を
整理していくと、それぞれの意見を確認しながら話し合いが進められますね。
この話し合いの例からは、ほかにも、計画的に話し合いを進めるための工夫

が見付けられそうですね。

【学習活動の例】
計画的に話し合いを進めるために、具体的な話し合いの見通しをもつ。

たくさんの人に意見を出してもらってからまとめたかっ
たのですが、いつも、一部の人からしか意見が出ず、少な
い意見からまとめなければいけないことがありました。

話し合いの進め方をまと
めた板書の例

３⑶ 授業改善のポイントについて



「問題を解決するために話し合おう」東京書籍 ５年

【学習活動の例】
教科書の例示を基に、話し合いの進め方やそれぞれの役割に応じた発言の内容などを確認す

る。

◇話し合いの例示を活用して考えさせることで、互いの立場や意図を明確にし
ながら話し合いに参加できるようにしましょう。

【留意点】

話し合いの例示を活用して考えさせる際は、各自が自分の意見をもって参加していることや、

異なる立場からの考えを聞き、意見の基となる理由を尋ね合うことで、互いに考えを広げたり

まとめたりしていることなどを、具体的な発言から捉えさせることが大切です。

学習指導要領（平成29年告示）では、司会などの話し合いの役割については、3・4年生で

学習することとしています。5・6年生の指導事項では、「互いの立場や意図を明確にしながら、

計画的に話し合」うことにより、「考えを広げたりまとめたりすること」が示されています。

そのため、より充実した話し合いが行えるように指導を工夫する必要があります。そこで、教

科書にある話し合いの例などを活用し、話し合いの進め方やそれぞれの役割に応じた発言の内

容などを確認した上で話し合いに臨ませることが大切です。

話し合いで、どのように意見を発表するとよいか、教科書P.107～110の
話し合いの例を参考に、それぞれの参加者がどのように意見を発表している
のかについて確認してみましょう。

石川さんは、山下さんの発言を受けて、「わたしも、いそがしいことが
原因だと思います。」と、最初に賛成の立場をはっきりさせてから、意見
を発言してます。

それぞれの発言の内容を読むと、みんな自分の考えをしっかりもって話し
合いに参加していることが分かります。

〔例〕・教科書の例示を基に、必要な部分を抜き出したり、文章を書き直したりしてまと

めたものを提示して考えさせる。

・教科書の補助教材にある音声資料や映像資料などを活用して考えさせる。

・他教科や総合的な学習の時間、学級活動などで行った話し合いの様子を録画し、

動画を見ながら話し合いを振り返らせる。

互いの立場や意図を明確にしながら話し合いを進められるようにするために、上記の例の
ほかに、以下のような学習活動を行うことも考えられます。

なるほど。それぞれ、自分の意見を発言していますね。では、自分の考え
をもって話していることが具体的に分かる部分は、どこですか。

※ 例示から気付いたことを発表させる活動を行う際は、児童の発言に対して教師
が適切な価値付けをしたり、児童の不十分な発言に対して補足したりすることで、
よりよい話し合いの進め方について確認しておくことが大切です。


